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令
和
元
年
度

　
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

�
医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
令
和
元
年
11
月
16
日
（
土
）、
長
岡
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
」
に
お
い
て
「
令

和
元
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　『
わ
が
街
・
施
設
・
病
院
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
取
り
組
み
』
～
新
し
い
令
和
で
　
多
職

種
で
交
流
し
よ
う
～
　
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
多
職
種
の
関
係
者
か
ら
の
事
例
発
表
を
行
っ
た

後
、
会
場
全
体
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
関
係
者
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
関
係
者
な
ど
46
名
の
参
加
者
で
開

催
し
た
。

　

新
潟
県
国
診
協
会
長  

藤
森
勝
也
あ
が
の

市
民
病
院
長
が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
後

に
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、「
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
の
事
例

発
表
」
と
し
て
、
魚
沼
市
立
小
出
病
院 

地
域

医
療
連
携
室 

地
域
連
携
専
門
員　

看
護
師 

乾
香 

氏
か
ら
は
「
当
院
の
地
域
包
括
医
療

ケ
ア
の
取
り
組
み
」、
あ
が
の
市
民
病
院 

地

域
連
携
支
援
部 

マ
ネ
ー
ジ
ー 

清
野
真
弓 

氏

か
ら
は
「
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
の
取
組
み
～

新
し
い
令
和
で 

多
職
種
で
交
流
し
よ
う
～
」、

阿
賀
野
市
健
康
推
進
課 

病
院
管
理
係 

係
長 

田
中
賢 

氏
か
ら
は
「
阿
賀
野
市
に
お
け
る

地
域
包
括
医
療
ケ
ア
～
病
院
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
の
地
域
包
括
ケ
ア

～
」、
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所 

所
長 

西
野
克
彦 

氏
か
ら
は
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
看

取
り
体
制
の
構
築
に
向
け
て
」、
上
越
市
国

民
健
康
保
険
清
里
診
療
所 

所
長 

畠
山
牧
男 

氏
か
ら
は
「
上
越
市
清
里
区
の
在
宅
医
療
」、

と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
新
潟
県
国
診
協
会
長 

藤
森
勝

也
あ
が
の
市
民
病
院
長
、
副
会
長 

宮
永
和

夫
南
魚
沼
市
病
院
事
業
管
理
者
を
座
長
に
、

事
例
発
表
者
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
と
会
場
全

体
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

閉
会
は
、
新
潟
県
国
診
協
副
会
長 

登
坂

尚
志
柏
崎
市
国
民
健
康
保
険
高
柳
診
療
所
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
締
め
く
く
り
セ
ミ
ナ
ー
は

終
了
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
多
職
種
の
方
の
話
を

短
時
間
に
簡
潔
に
聞
く
こ
と
が
出
来
て
参
考

に
な
っ
た
」「
他
市
の
状
況
や
、
医
師
の
話

を
聞
け
て
新
し
い
発
見
が
で
き
た
」「
自
助

を
う
な
が
し
て
い
く
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
多
職
種
で
の

情
報
交
換
や
共
有
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」
な

ど
の
意
見
が
よ
せ
ら
れ
た
。

　

事
例
発
表
者

　

『
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
の

地
域
包
括
医
療
ケ
ア
の
取

り
組
み
報
告
』

　

国
保
診
療
施
設
の
相
互
の
共
通
問
題
な
ど

を
研
究
討
議
し
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
向
上
に
寄
与 

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
国
診
協

医
療
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
年
で
４
回
目
を
迎
え

た
。

　

国
保
直
診
関
係
者
、市
町
村
国
保
関
係
者
、

畠山牧男 氏 西野克彦 氏 田中賢 氏 清野真弓 氏 乾香 氏

主催者挨拶を行う新潟県国診協
藤森会長
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令
和
元
年
9
月
20
日
（
金
）、
新
潟
市
「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
」
に
お

い
て
、
令
和
元
年
度
東
北
地
方
国
保
診
療
施

設
協
議
会
連
絡
会
議
を
開
催
。

　

前
段
で
、「
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協

議
会
会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
国
保

診
療
施
設
協
議
会
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理

事
に
つ
い
て
協
議
し
、
本
県
か
ら
藤
森
会
長

（
あ
が
の
市
民
病
院
長
）
が
推
薦
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
連
絡
会
議
で
は
、

久
住
時
男
東
北
地
方
国
保
協
議
会
会
長
、
藤

森
勝
也
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議
会
会

長
が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。
次
い
で
押
淵

徹
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
会
長
が
来
賓

挨
拶
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
会
則
に
よ
り
藤
森
勝
也
会
長
を

座
長
と
し
、
令
和
2
年
度
の
役
員
選
出
（
案
）

に
つ
い
て
協
議
し
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
の
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理
事
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。

　

協
議
事
項

○
令
和
2
年
度
役
員
選
出
（
案
）
に
つ
い
て

・  

会
長
は
山
形
県
、
副
会
長
は
秋
田
県
と
新

潟
県
か
ら
各
1
名
（
任
期
は
令
和
2
年
4

月
1
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
の

1
年
間
）
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項

○ 

全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
の
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
推
薦
理
事
に
つ
い
て

・  

会
長
会
議
に
て
令
和
２
年
度
か
ら
の
推
薦

理
事
を
協
議
し
た
結
果
を
報
告
し
た
。

　

推
薦
理
事
は
次
の
と
お
り
。

　

岩
手
県 

洋
野
町
国
保
種
市
病
院
長

 

磯
﨑　

一
太　

氏

　

秋
田
県 

市
立
大
森
病
院
長

 

小
野　
　

剛　

氏

　

山
形
県 

最
上
町
立
最
上
病
院
長

 

佐
藤　

俊
浩　

氏

　

新
潟
県 

あ
が
の
市
民
病
院
長　

 

藤
森　

勝
也　

氏

○ 

第
34
回
地
域
医
療
現
地
研
究
会
の
開
催
に

つ
い
て

・  

福
島
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
近
藤
会
長

よ
り
、第
34
回
地
域
医
療
現
地
研
究
会
が
、

令
和
2
年
5
月
15
日
（
金
）
～
16
日
（
土
）

に
福
島
県
福
島
市
に
て
開
催
さ
れ
る
報
告

が
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

連
絡
会
議
終
了
後
、「
自
治
体
と
協
力
し

て
、
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
連

携
の
取
組
み
」
―
地
域
医
療
構
想
の
中
で
の

役
割
を
果
た
す
―
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

各
県
か
ら
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
事
例
発
表

を
行
っ
た
後
に
、
事
例
発
表
者
を
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

本
県
か
ら
は
、
あ
が
の
市
民
病
院 

地
域

連
携
支
援
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

清
野
真
弓
氏
が
、

健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す
自
治
体
と
協
力

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
取
り

組
み
、
年
5
回
の
糖
尿
病
教
室
、
地
域
講
演

会
、
出
前
健
康
講
座
、
中
学
校
で
の
禁
煙
講

演
・
薬
物
中
毒
の
講
演
、
年
10
回
の
新
潟
大

学
医
学
部
健
康
講
座
塾
な
ど
様
々
な
健
康
情

報
提
供
の
場
を
つ
く
る
「
自
助
」
に
力
を
い

れ
て
い
る
取
り
組
み
の
発
表
が
あ
っ
た
。

特

別

講

演

　

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会 

押
淵
徹
会
長
か
ら
、「
国
診
協
の
現
状
と
当

面
の
課
題
」
と
題
し
て
、
特
別
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　

国
診
協
の
活
動
理
念
、
主
要
事
業
、
国
保

直
診
の
特
徴
な
ど
を
説
明
し
、「
全
国
の
国

保
直
診
が
地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
施
設
と

し
て
、
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
よ
う
厚
生
労
働
省
は
じ
め
関
係
諸
機
関
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
役

員
一
同
団
結
し
て
、
国
診
協
の
輝
か
し
い
未

来
に
向
か
っ
て
活
動
す
る
」
と
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

　

そ
の
後
、
同
協
議
会 

伊
藤
彰
事
務
局
長

か
ら
、
事
業
計
画
・
活
動
状
況
報
告
が
行
わ

れ
、
閉
会
し
た
。
令
和
2
年
度
の
東
北
地
方

国
保
診
療
施
設
協
議
会
連
絡
会
議
は
、
山
形

県
山
形
市
で
開
催
さ
れ
る
。

藤森勝也 氏

パネルディスカッション

全国国保診療施設協議会
押淵徹 会長

令
和
元
年
度
　
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設

�

協
議
会
会
長
会
議
・
連
絡
会
議
開
催
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令
和
元
年
10
月
4
日（
金
）～
5
日（
土
）、

長
崎
県
長
崎
市
に
お
い
て
、
第
59
回
全
国
国

保
地
域
医
療
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化

を
目
指
し
て　

～
近
代
医
学
・
西
洋
文
化
伝

来
の
地
か
ら
の
発
信
～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
全
国
か
ら
約
１
３
０
０
名
の
国
保
直
診

関
係
者
、
市
町
村
関
係
者
、
国
保
連
合
会
な

ど
が
参
集
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
協
議
会
役
員
か
ら
、
藤
森
勝
也
新
潟

県
国
診
協
会
長
、
布
施
克
也
同
副
会
長
、
畠

山
牧
男
同
副
会
長
が
出
席
し
た
。

　

ま
た
、
畠
山
牧
男
同
副
会
長
と
、
あ
が

の
市
民
病
院 

石
塚
智
子 

氏
が
ポ
ス
タ
ー
発

表
、
あ
が
の
市
民
病
院 

近
藤
善
仁 

氏
が
口

演
発
表
を
行
っ
た
。

　

1
日
目
は
、
日
赤
長
崎
原
爆
病
院
名
誉
院

長 

朝
長
万
左
男 

氏
の
特
別
講
演
1
「
核
兵

器
な
き
世
界
の
実
現
と
医
師
の
役
割
」、
会

員
宿
題
報
告
「
北
海
道
に
お
け
る
地
域
医
療

の
現
状
と
地
域
包
括
ケ
ア
実
践
の
課
題
」、

長
崎
大
学
名
誉
教
授 

片
峰
茂 

氏
の
特
別
講

演
2
「
医
師
の
需
給
と
偏
在
対
策
」、
参
加

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
国
保
直
診
開
設
者
サ

ミ
ッ
ト
等
が
行
わ
れ
た
。

　

2
日
目
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸　

人
生

１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、「
地
域
協
働
と
大
学
の
役
割
」

と
題
し
た
教
育
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
最
後

に
市
民
公
開
講
座
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

ポ

ス

タ

ー

発

表

　

畠
山
牧
男
副
会
長
（
上
越
市
国
保
清
里
診

療
所
長
）
は
、「
中
山
間
部
で
の
在
宅
医
療

の
実
態
と
変
遷
、10
年
前
の
調
査
と
の
比
較
・

検
討
」
と
題
し
て
、
上
越
市
清
里
区
の
在
宅

医
療
の
現
在
を
10
年
前
と
比
較
を
し
、
在
宅

患
者
も
訪
問
回
数
も
減
少
し
て
い
る
。
疾
病

別
に
み
る
と
、
脳
疾
患
障
害
・
悪
性
腫
瘍
か

ら
老
化
に
関
わ
る
認
知
症
や
慢
性
疾
患
な
ど

に
代
わ
り
、
よ
り
高
齢
化
し
て
か
ら
在
宅
に

入
る
実
態
で
あ
る
研
究
結
果
を
発
表
し
た
。

　

あ
が
の
市
民
病
院 

石
塚
智
子 

氏
は
、「
急

変
時
対
応
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
に
基
づ
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
の
有
効
性
―
急
変
時
対

応
、〟介
護
職
の
不
安
軽
減
〟を
目
指
し
て
―
」

と
題
し
て
、
医
療
介
護
療
養
病
棟
に
お
け
る

介
護
職
の
夜
間
急
変
対
応
の
知
識
不
足
が
要

因
と
さ
れ
る
不
安
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組

み
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

介
護
職
の
急
変
対
応
へ
の
知
識
不
足
を
解

消
し
不
安
軽
減
を
目
指
し
た
方
策
、
急
変
時

対
応
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
作
成
に
基
づ
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
行
っ
た
結
果
、
介
護
職

の
不
安
軽
減
に
有
効
で
あ
っ
た
結
論
を
導
き

出
し
た
。

口

演

発

表

　

あ
が
の
市
民
病
院 

近
藤
善
仁 

氏
は
、「
職

員
健
診
に
て
偶
然
発
見
さ
れ
た
特
発
性
反
応

性
低
血
糖
の
一
症
例
―
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ

ｅ
リ
ブ
レ
で
の
解
析
結
果
が
患
者
心
理
に
及

ぼ
し
た
有
益
な
影
響
―
」
と
題
し
て
、
職
員

健
診
に
て
低
血
糖
を
指
摘
さ
れ
、
特
発
性
反

応
性
低
血
糖
と
診
断
さ
れ
た
症
例
の
報
告

第
59
回 

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
開
催

�

長
崎
県学会メイン会場

ポスター発表を行う
石塚智子 氏

ポスター発表を行う
畠山副会長

と
、
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
リ
ブ
レ
を
使
用

し
た
解
析
結
果
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

職
場
健
診
結
果
か
ら
精
査
を
実
施
し
、
病

的
疾
患
が
除
外
さ
れ
、
リ
ブ
レ
の
解
析
結
果

か
ら
低
血
糖
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。
不
定
愁
訴
の
原
因
が
低
血
糖
と
推

測
さ
れ
た
こ
と
及
び
職
場
改
善
な
ど
が
あ
っ

た
結
果
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
症
状

が
軽
快
し
た
。
リ
ブ
レ
で
の
解
析
結
果
が
症

状
改
善
の
一
因
と
な
っ
た
。

第
60
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会 

北
海
道

　

令
和
2
年
9
月
25
日（
金
）～
26
日（
土
）、

北
海
道
札
幌
市 

札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
、

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
60
回

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
が
開
催
さ
れ
る
。

口演発表をする
近藤善仁 氏
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第
33
回�

地
域
医
療
現
地
研
究
会

�

大
分
県

第
34
回�

地
域
医
療
現
地
研
究
会

�

福
島
県
開
催

  

令
和
元
年
5
月
17
日
（
金
）
～
18
日
（
土
）、

大
分
県
国
東
市
「
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
国

東
」
に
お
い
て
、
第
33
回
地
域
医
療
現
地
研

究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
豊
の
国
お
お
い
た
で
人
口
減
少
社
会
に

立
ち
向
か
う
地
域
づ
く
り
を
考
え
る　

～
仏

の
里
と
ジ
オ
パ
ー
ク
に
島
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
発
信
！
～
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
約
２
０
０
名
の
国
保
直

診
関
係
者
、
市
町
村
関
係
者
、
国
保
連
合
会

が
参
集
し
た
。

　

地
域
医
療
現
地
研
究
会
は
、
全
国
の
国
診

協
会
員
が
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
る
会
員
施
設
に
集
ま
り
、
現
地
に

お
い
て
気
候
風
土
に
触
れ
な
が
ら
視
察
研
修

を
行
い
、
ま
た
現
地
の
方
々
と
の
交
流
の
中

に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
真
髄
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
県
か
ら
は
、
あ
が
の
市
民
病
院
か
ら
3

名
、
事
務
局
3
名
が
出
席
し
た
。

　

1
日
目
は
、
開
講
式
の
後
、
国
東
市
民
病

院
・
姫
島
村
離
島
セ
ン
タ
ー
へ
の
施
設
視
察

研
修
を
行
っ
た
。

　

2
日
目
は
、「
豊
の
国
お
お
い
た
で
人
口

減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
地
域
づ
く
り
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
体
討
議
が
行
わ
れ

た
。

　

令
和
2
年
5
月
15
日（
金
）～
16
日（
土
）、

福
島
県
福
島
市 

ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
、
第
34
回
地
域
医
療
現
地
研

究
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
桃
源
郷
ふ
く
し
ま

で
実
践
す
る　

地
域
包
括
医
療
の
新
た
な
連

携　

震
災
・
復
興
・
絆
、
そ
し
て
未
来
へ
」。

　

視
察
・
研
究
施
設
で
は
、
公
立
藤
田
総
合

病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設　

桑
折
「
聖
・

オ
ー
リ
ブ
郷
」、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
国

見
の
里
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

特
別
講
演
で
は
、
公
立
大
学
法
人
福
島
県

立
医
科
大
学 

常
任
顧
問 

菊
池 

臣
一 

氏
に

よ
る
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た
組
織
の

危
機
管
理 

―
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
通
し

て
―
」
が
行
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
全

体
討
議
が
行
わ
れ
る
。

　

姫
島
診
療
所

　

人
口
２
０
０
０
人
に
対
し
て
常
勤
の
医
師

が
３
名
体
制
、
歯
科
医
師
１
名
な
ど
、
30
名

程
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。

　

近
年
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
姫
島
ま
で

飛
ぶ
よ
う
に
な
り
、
以
前
よ
り
助
か
る
救
急

患
者
が
増
え
た
が
、
悪
天
候
に
よ
っ
て
ヘ
リ

が
離
陸
で
き
な
い
際
は
、
船
で
内
地
へ
渡
っ

て
い
る
と
い
う
離
島
な
ら
で
は
の
課
題
は
変

わ
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

国
東
市
民
病
院

　

国
東
病
院
で
は
、
く
に
さ
き
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
会
議
（
ホ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
）
を
運
営
し
、

入
院
患
者
の
退
院
後
の
指
導
や
、
普
段
の
生

活
の
ケ
ア
な
ど
の
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
医
療
か
ら
介
護
ま
で
の
地
域
全
体
で

患
者
を
支
え
て
い
く
と
い
う
体
制
が
整
備
さ

れ
、
医
療
の
発
展
・
向
上
に
努
め
て
い
る
。国東市民病院

　

令
和
4
年
度
、
第
36
回
地
域
医
療
現

地
研
究
会
を
、
新
潟
県
で
開
催
す
る
こ

と
が
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
催
日
時
、場
所
等
は
決
ま
り
次
第
、

ご
案
内
し
ま
す
。

第
36
回
地
域
医
療

�

現
地
研
究
会

新
潟
県
開
催
決
定
！
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新

潟

県

国

保

連

合

会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

　

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
新

潟
県
国
診
協
事
務
局
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
ペ
ー
ジ
を
掲

載
し
、
各
種
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【　

掲
載
内
容　

】

○ 

国
保
直
営
診
療
施
設
（
国
保
直
診
）
と
は
」

　

国
保
直
診
診
療
施
設
の
説
明
、
新
潟
県
国

診
協
会
員
一
覧
が
確
認
で
き
ま
す
。

○
「
新
潟
県
国
診
協
会
員
施
設
案
内
」

　

全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
の
「
会
員
施

設
紹
介
（
詳
細
）」
を
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

「
新
潟
県
国
診
協
医
師
・
職
員
募
集
案
内
」

　

会
員
施
設
の
医
師
・
看
護
師
等
の
職
員
募

集
案
内
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
職
員
募
集
に
つ
い
て
は
、

会
員
施
設
に
調
査
し
た
後
、
掲
載
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

○
「
国
診
協
に
い
が
た
」

　

国
診
協
に
い
が
た
第
28
号
（
平
成
24
年
3

月
発
行
）
分
か
ら
第
35
号
ま
で
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
第
36
号
も
準
備
が
整
い
次
第
、
掲

載
し
ま
す
。 

本
協
議
会
事
務
局
か
ら

会
員
施
設
へ
の
お
願
い

　

全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
の
「
会
員
施

設
ペ
ー
ジ
」
及
び
「
国
保
診
療
施
設
求
人
募

集
（
医
師
・
看
護
師
等
）」
の
ペ
ー
ジ
を
更

新
し
た
場
合
、会
員
施
設
と
連
携
す
る
た
め
、

事
務
局
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

全国国保診療施設協議会
ホームページのご案内

　全国国保診療施設協議会では、ホームページに
より「国診協の紹介」「国保診療施設の紹介」「会
員施設検索」「臨床研修施設の紹介・検索」「地域
包括医療・ケア認定制度」「人材募集」など、会員
だけではなく国民皆さまに対する情報提供を行っ
ています。
《　http://www.kokusinnkyo.or.jp　》

令和２年度　行事予定

新潟県国保診療施設協議会

全国国保診療施設協議会・東北地方国保診療施設協議会

○新潟県国保診療施設協議会監事会・総会
　 7 月中旬
○令和 2年度新潟県国保診療施設医療セミナー
　11月中旬

○�第34回地域医療現地研究会
　令和 2 年 5 月15日㈮〜16日㈯　福島県福島市
○�東北地方国保診療施設協議会会長会議・連絡
会議

　令和 2 年 9 月11日㈮　山形県山形市
○第60回全国国保地域医療学会
　令和 2 年 9 月25日㈮〜26日㈯　北海道札幌市
○�国診協都道府県協議会会長・協議会設置国保
連合会事務局長合同会議

　令和 3 年 2 月19日㈮　東京都

○新潟県国保診療施設協議会運営委員会
　 7 月中旬、令和 3 年 3 月中旬

○全国国保診療施設協議会定時社員総会
　令和 2 年 6 月19日㈮　東京都
○国保直診口腔保健研修会
　令和 2 年 9 月24日㈭　北海道札幌市
○地域包括医療・ケア研修会
　令和 3 年 1 月15日㈮〜16日㈯　東京都
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新潟県　国民健康保険診療施設協議会　会員施設

●関川村国保関川診療所

●聖籠町国保診療所

●あがの市民病院

●国保魚沼市立小出病院
●魚沼市国保堀之内医療センター
●魚沼市国保守門診療所
●魚沼市国保入広瀬診療所

●南魚沼市立ゆきぐに大和病院
●南魚沼市民病院

●十日町市国保川西診療所
●十日町市国保松之山診療所

●糸魚川市能生国保診療所

●柏崎市国保北条診療所
●柏崎市国保野田診療所
●柏崎市国保高柳診療所
●柏崎市国保高柳歯科診療所

●上越市国保牧診療所
●上越市国保くろかわ診療所
●上越市国保吉川診療所
●上越市国保清里診療所

●長岡市国保寺泊診療所


